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要旨：踵骨骨折に対し，Synthes 社２．４  LC-DRP を用いて MIPO に準じた内固定を３例に行っ
た．全例女性で，平均年齢４３．３歳，Essex-Lopresti 分類は３例とも depression type，Sanders 分
類はが１例，が２例であった．術前平均 Böhler 角は０．７°，平均２２６日経過観察時の Böhler 角
は平均２９°で，矯正損失を来した例はなく，Maxfield 評価は３例とも excellent であった．本法は症
例を選べば，非常に有益な方法であると考えられた．



















































































症例 年齢 性別 受傷機転 E-S分類 Sanders分類 術前 Böhler角
１ ３０ 女 交通事故 depression AB ２０°
２ ３１ 女 転落 depression AC －１８°
















１ ３０ 女 ２７° なし ６３８日 ２７°
２ ３１ 女 ２５° なし ２７８日 ２５°
３ ６９ 女 ３５° なし ２１５日 ３５°
a 受傷時画像所見







骨折型は Eessex-Lopresti 分類 depression,
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